
No. 433

34 -st1- 17

24 -2nd- 7

39 -3rd- 14

19 -4th- 15

-OT1-

-OT2-

-OT3-

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F No. S PTS 3P 2P FT F

4 * 9 0 4 1 1 4 * 15 3 3 0 3

5 * 12 3 1 1 0 5 * 0 0 0 0 5

6 8 0 3 2 2 6 * 9 0 4 1 4

7 * 2 0 1 0 0 7 * 8 0 4 0 0

8 * 20 3 4 3 0 8 8 0 3 2 1

9 14 2 4 0 3 9 0 0 0 0 1

10 4 0 2 0 0 10 0 0 0 0 0

11 6 0 3 0 0 11 2 0 0 2 0

12 4 0 2 0 0 12 0 0 0 0 0

13 8 0 4 0 2 13 * 7 1 2 0 0

14 * 8 0 3 2 0 14 0 0 0 0 0

15 21 0 9 3 2 15 4 0 2 0 2

  

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

ゲームレポート

第1ピリオド、愛知の高さを生かした引き気味のマンツーマンディフェンスを攻めきれない栃木に対し、愛知は#5
堀川の3本の3Pシュートや、#７吉田、#8佐藤のシュートで、着実に得点を重ね愛知の17点リードで第1ピリオド終
了。
第2ピリオド、愛知は#14内藤、#15高田がインサイドで得点を重ね、点差を広げていく。栃木はドライブイン、ジャ
ンプシュート共に愛知の高さに阻まれ苦戦を強いられ、思うように得点できず58-24で前半終了。
第3ピリオドも愛知の優位は変わらず、#6和田のカットインや#4服部のドライブインで得点を重ねる。栃木も#4大
塚のドライブインや速い動きで反撃しようとするが、愛知の懐の深いディフェンスを崩すことができず、ことごとく
シュートブロックされ速攻に繋がり、さらに点差は広がり97-38で終了。
第4ピリオド、栃木はオールコートマンツーマンディフェンスで挑むが、流れは変わらない。しかし、その中でも#5
高橋がディフェンスリバウンドを頑張り、#4大塚がドライブインや、#6柴原、#7後藤のインサイドで得点し、意地を
見せた。結局116-53の大差でゲームは終了したが、終始劣勢を強いられながらも最後まで運動量の落ちなかっ
た栃木もあっぱれであった。
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(財)日本体育協会・(財)日本バスケットボール協会担当者：永井 善久（兵庫県バスケットボール協会）

 山崎 菜央
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スターター 3ポイントシュート 2ポイントシュート FT:

大会名称：

開催場所：

試合区分：

バスケットボール競技
第61回国民体育大会（のじぎく兵庫国体）

グリーンアリーナ神戸　Fコート

少年女子 3回戦   

 深野 羅定咲

井上 眞一

 内藤 しずか

 高田 真希

 飯塚 可奈

終了時間：

 後藤 あゆみ

 石川 あゆみ

(東海)

愛知

11:20

 吉田 千沙

 選手名

 柴原 麻理恵

 選手名

栃木

(関東)

 和田 静香

 服部 直子

●

116 53
○

 上野 麻友子

 堀川 夏海

 大塚 早織

 高橋 美沙

 後藤 彩

 佐藤 詩織

 山田 早希子 牛田 悠里

 菅沼 夏菜

 小泉 遥

期　　　日： 2006(H18)年10月3日 (火)

開始時間： 10:00

香山 孝之

主審：

副審：

 

寶口　さおり

御手洗　亮

 臼井 美陽

 佐々木 和菜

 山口 葵
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